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よ
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政
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よ
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① 
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
施
行
令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
研

究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
施
行
令
第
三
条
及
び
第
四
条
の
読
替
え 

（
凡
例 

 
 
 

＝
当
然
読
替
え
部
分
、 

 
 

＝
読
替
え
部
分
） 

 

読
替
後 

読
替
前 

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
の
手
続
） 

第
三
条 

機
構
は
、
法
附
則
第
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
残
余
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
国
庫
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
計
算
書
に
、

令
和
五
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
令
和

五
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
当
該
国
庫
納
付
金

の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
付
し
て
、
令
和
五
年
四
月
一
日
に
始

ま
る
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
こ
れ
を
総
務
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
た
だ
し
書
き
は
準
用
せ
ず
） 

  

２ 

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
提
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
写
し
を

財
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
期
限
） 

第
四
条 

国
庫
納
付
金
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
次
の
事
業

年
度
の
七
月
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
の
手
続
） 

第
三
条 

機
構
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
よ
る

納
付
金
（
以
下
「
国
庫
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
計
算
書
に
、
当
該
期
間
最
後
の

事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
損
益

計
算
書
そ
の
他
の
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添

付
し
て
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に

、
こ
れ
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
又

は
第
二
項
の
承
認
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
添
付
し
た
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
書
類
を
重
ね
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

２ 

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
提
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
写
し
を

財
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
期
限
） 

第
四
条 

国
庫
納
付
金
は
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
七
月

十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


